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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属する候補味覚受容体ファミリーのメンバーをコードし、舌および口蓋上皮の味覚受容体細胞に特異的に発現する。これらの一見イントロンのない遺伝子は、苦味受容体として機能する7回膜貫通型受容体タンパク質をコードする。この遺伝子は、7番染色体上で他の3つの候補味覚受容体遺伝子とともにクラスター化しており、苦味知覚に影響を与える遺伝子座と遺伝的に連鎖している。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：口腔および消化管における苦味化合物の知覚に関与するデナトニウムおよびN(6)-プロピル-2-チオウラシルに対するガストデューシン共役受容体。 PLCB2 およびカルシウム調節性陽イオンチャネル TRPM5 を介したシグナル。,その他: 1 つの味覚受容体細胞に複数の苦味受容体が発現している。,類似性: G タンパク質共役受容体 T2R ファミリーに属している。,組織特異性: 舌および口蓋上皮の味覚受容体細胞のサブセットおよびガストデューシン陽性細胞にのみ発現している。,
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	SW480細胞溶解液のウエスタンブロット分析、TA2R4ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

